
指導内容系統表例（社会科，地歴・公民科）

単 元 「欧米の進出と日本の開国」
小 学 校 中 学 校 高 等 学 校

学習指 ・黒船の来航，明治維新，文明開化な ・市民革命や産業革命を経た欧米諸国のアジ ・開国, 幕府の滅亡と新政府の成立からの明治時
導要領 どについて調べ，廃藩置県や四民平等 アへの進出を背景に，開国とその影響につい 代の近代日本の歩みについて, アジアにおける国
に示さ などの諸改革を行い，欧米の文化を取 て理解させる。 際環境と関連付けて考察させる。
れた内 り入れつつ近代化を進めたことが分か
容 ること。

・1853年，アメリカの使節ペリーが４ ・1853年，アメリカの使節ペリーが４隻の軍 ・1853年, アメリカ東インド艦隊司令長官ペリー
せきの軍艦を率いて浦賀沖にあらわ 艦を率いて浦賀沖にあらわれ開国を要求する｡ は軍艦を率いて浦賀に来航し, 日本の開国を求め
れ，開国を要求する。 ・1854年，ペリーとの間に日米和親条約を結 た。
・1854年，ペリーの要求を受け入れ， ぶ。下田，函館の２港をひらき，下田にアメ ・ペリーは翌1854年, ふたたび来航し, 幕府は威
日米和親条約を結んで，下田，函館の リカの領事が駐在することを認める。 力に屈して, 日米和親条約を結び, 下田・箱館の
２港を開く。 ・1858年，大老井伊直弼は，日米修好通商条 ２港をひらいて領事の駐在を認めた。
・1858年，日米修好通商条約を結び， 約を結ぶ。神奈川(横浜),函館,長崎,新潟,兵 ・アメリカ総領事ハリスは通商条約の調印を強く

指 横浜,函館,長崎,新潟,神戸を貿易港と 庫(神戸)を貿易港として開く。外国人の犯罪 せまった。大老井伊直弼は勅許を得られないまま
して開く。外国人が罪を犯しても日本 をその国の領事が裁くこと(領事裁判権)を認 1858年６月日米修好通商条約に調印した。

政 の法律で裁くことができない輸出入品 める。輸入品の関税率を決める権利(関税自主 ・この条約の内容は, 神奈川・長崎・新潟・兵庫
に自由に税をかけることができない。 権)がない。→日本にとって不平等 の港を開く。 外国人居留地内での領事裁判権を
→日本にとって不平等 ・井伊直弼による安政の大獄→吉田松陰らを 認める。日本に関税の税率について決定権がなく

押 ・江戸幕府にかわる新しい政治の仕組 処刑(井伊直弼は，桜田門外で暗殺される。) 相互で協定して決める。（協定関税）
みをつくろうとする動きが強まった。 ・尊皇攘夷運動が盛んになる。→薩摩藩や長 などの条項をふくむ不平等条約であった。

さ →薩摩藩の西郷隆盛や大久保利通，長 州藩が中心 長州藩→下関海峡を通過する外 ・通商条約の調印は, 朝廷と幕府が衝突した。井
州藩の木戸孝允らの若い武士が中心 国船を砲撃→イギリスなどの四国艦隊による 伊は強硬に朝廷や反対派の公家・大名をおさえ,そ

え ・坂本龍馬らの活躍で，薩摩藩と長州 攻撃 の家臣たち多数を処罰した。（安政の大獄）
治 藩は同盟を結ぶ。(薩長同盟) ・土佐藩の坂本龍馬らの仲立ちで，薩摩藩の ・弾圧に憤激した水戸脱藩の志士たちは, 1860年

て ・1867年，15代将軍徳川慶喜は政権を 西郷隆盛や大久保利通らは長州藩の木戸孝允 井伊を桜田門外で暗殺した。（桜田門外の変）
朝廷に返した。 らと薩長同盟を結んだ。 ・薩摩藩は公武合体の立場から尊王攘夷論の長州

導 お ・幕府が倒れた後，内戦が続いた時に ・1867年，15代将軍徳川慶喜は政権を朝廷に 藩と対立するが, 土佐藩出身の坂本竜馬らの仲介
幕府側代表の勝海舟と薩摩藩の西郷隆 返上した。(大政奉還) で軍事同盟の密約を結んだ。（薩長同盟 薩摩藩

き 盛が話合いを行い，江戸城は武力によ ・岩倉具視らは王政復古の大号令を発し，天 西郷隆盛 大久保利通ら 長州藩 木戸孝允ら）
らず明けわたされた。 皇の政治にもどすことを宣言する。 ・1867年, 15代将軍徳川慶喜は公武合体派の土佐

た ・新政府軍と幕府軍との戦い(戊辰戦争)→鳥 藩の策を受け入れ大政奉還の上表を朝廷に提出し
羽・伏見の戦い→江戸城無血開城→函館の戦 た。

い い(幕府軍が降伏) ・武力討幕をめざす薩長連合は, 王政復古の大号
令を発して, 天皇中心の新政府を樹立した。

基 ・外国との貿易により，国内の品物が ・外国から綿織物,毛織物,武器などが輸入さ ・輸出品の中心となった生糸を生産する製糸業な
人 不足したり，値上がりし，人々の生活 れた。→安価な綿製品の大量輸入による国内 どではマニュファクチュア経営が発達したが，一

礎 々 が苦しくなる。 の生産地の打撃 方では機械で生産された安価な綿織物の大量輸入
の ・世直しを求める一揆や打ちこわしが ・日本からは生糸や茶などが輸出される。→ が農村で発達していた綿作や綿織物業を強く圧迫

的 生 激しくなる。 品不足による値上がり していった。
内 活 ・日本の金貨→海外へ ・日本の金貨が一時大量に海外に流出した。

・ ・民衆→世直しへの期待 ・庶民の生活は圧迫され, 貿易に対する反感が高
まった。

基 ・アメリカ→ワシントンの指揮のもと，イギ ・アメリカ→1775年，植民地側はワシントンを総
リスからの独立を求めて立ち上がり，1776 司令官に任命して戦い, 1776年，13植民地の代表

本 年，イギリスの植民地からの独立を宣言(独立 はフィラデルフィアで独立宣言を発表した。 1861
宣言) 1861年,南北戦争が起こる｡→リンカー 年, 奴隷制をめぐって, 南北戦争が始まった。

的 ンによる演説 1863年，リンカン大統領がゲティスバーグで「人
・フランス→1789年，フランス革命がおこ 民の人民による人民のための政治」を訴えた。

な 欧 る。人権宣言を発表 ナポレオンの活躍 ・フランス→1789年, 三部会の招集から特権身分
・イギリス→産業革命が起こる。｢世界の工 と第三身分が対立，旧制度をくつがえすフランス

知 米 場｣と呼ばれ，資本主義経済のしくみができ 革命がおこった。人権宣言が採択され, これは近
た。社会問題が発生し，労働条件の改善等を 代市民社会の原理を主張するものであった。

容 識 諸 求める動きが高まる。マルクスは，社会主義 ・イギリス→良質で安価な工業製品を大量にヨー
の考え方による社会の実現を主張する。 ロッパ内外の市場で売り「世界の工場」の地位を

国 ・ドイツ→鉄血政策と呼ばれた富国強兵政策 獲得した。一方で労働問題・社会問題が発生し,
を進めた。 その解決をめざしてマルクスは社会主義運動に影

の ・ヨーロッパ諸国→アジア・アフリカに進出 響を与えた。
し，植民地をつくる。 ・ドイツ→ ビスマルクは議会の反対を押し切って

動 ・インド→イギリスの植民地になる。1857 軍備を拡張した。（鉄血政策）
年，インドの大反乱が起こる。 ・インド→19世紀, イギリスに支配された。後半

き ・中国(清)→1840年，イギリスとの間にアヘ にインド人傭兵による大反乱が発生した。
ン戦争がおこる。その結果，清にとって不平 ・中国（清）→1840年, アヘンを取り締まりたい
等な内容の南京条約を結ぶ。(香港→イギリス 清と自由貿易の実現をとなえたイギリスとの間で
へ。1997年中国に返還される)1851年，農民た アヘン戦争が起こり, 連敗した清は香港島の割譲
ちが太平天国という国をつくるが，イギリス など不平等な南京条約を結んだ。民衆は窮乏化と
などの外国軍や清によって倒される。 不安のなかで, 結社をつくって助け合い,反乱を起

こした。1851年の太平天国の乱が最大である。
課題を ・ペリー来航の歴史的事象を通して， ・欧米諸国のアジアへの進出を背景にした我 ・欧米諸国のアジア進出を背景に，開国後の日本
見付け どのようにして江戸幕府が倒れていっ が国の開国とその影響について課題意識をも が政治・経済・文化の全般にわたって，どのよう
る力 たかについて課題意識をもつ。 つ。 に影響を受けたかについて課題意識をもつ。
資料を ・身近な地域に残る遺跡や文化財，各 ・様々な資料を収集し，適切に選択・活用す ・開国から幕末に関する諸資料を収集し, 適切に
活用し 種の基礎的資料を活用し，ペリー来航 ることで，市民革命や産業革命を経た欧米諸 選択・活用することや博物館や文化遺産を活用す

育 表現す について調べることを通して，江戸幕 国のアジアへの進出や我が国の開国とその政 ることなどを通して, 欧米諸国のアジア進出を背
て る力 府が倒れていくきっかけになったこと 治的及び社会的影響について調べ，分かりや 景に開国後の日本が，政治・経済・文化の全般に
た やその後の倒幕の動きについて分かり すく表現することができる。 わたってどのような影響を受けたかについて適切
い やすく表現することができる。 に表現することができる。
力 自ら考 ・ペリー来航の歴史的事象を通して， ・市民革命や産業革命を経た欧米諸国のアジ ・開国から幕末にかけての日本の歩みをアジアに

え，判 我が国が開国し，江戸幕府が倒れるき アへの進出を背景にした我が国の開国を通し おける国際環境と関連付けて多面的・多角的に考
断する っかけになっていったことやその後の て，その政治的及び社会的影響やその後の明 察することができる。
力 倒幕の動きについて多面的に考えるこ 治維新への動きを生み出していくことにもな

とができる。 っていくことについて多面的・多角的に考察
することができる。

・西郷，大久保らの指導のもとで行わ ・小学校でのペリー来航の学習について想起 ・中学校での欧米諸国のアジア進出についての学
活用例 れた明治の諸改革について学習したこ させながら，我が国の開国とその影響につい 習を想起させながら，開国から幕末までの歴史の

とを基に，そのころ活躍した郷土の人 て欧米諸国のアジア進出を背景に理解させ 流れについて，アジアを中心とする国際環境と関
物について調べさせる。 る。 連付けながら理解させる。

小・中・高いずれにも出てくる重要事項


